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系統ＧＰセンター初のFSSC22000を取得した全農広島鶏卵㈱の中川浩介社長㊥ら（２面）

農
泊
を
推
進
す
る
新
た
な
全
国
組
織「
未
来
あ
る

村 

日
本
農
泊
連
合
」を
立
ち
上
げ
る
と
語
る
発
起

人
代
表
で
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
会
長
の
宮
田
静
一
さ
ん（
３
面
）

ＪＡグループ千葉と千葉大学が包括連携協
定で締結式（８面）

農
泊
推
進
へ
３
月
に
全
国
連
合
設
立

宮
田
静
一
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第12回全農養豚セミナーを開催（畜産生産部）

ＪＡズームイン（ＪＡえちご上越）

ＪＡズームイン（ＪＡ伊勢）

県本部だより（京都府本部）

青果情勢（園芸部）

ＪＡグループ千葉と千葉大学が
包括連携協定締結（千葉県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　西のおいしさこだわりマルシェ
　 （ＪＡ西日本くみあい飼料㈱）
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News!

全農広島鶏卵㈱が系統ＧＰセンター初のFSSC22000取得

第 12 回全農養豚セミナーを開催

衛生管理水準を向上させ消費者の信頼高め、鶏卵輸出拡大の突破口に

ハイコープ種豚飼養者ら 130 人が参加

広島県本部

畜産生産部

　
広
島
県
本
部
の
子
会
社
で
、鶏
卵
の
洗
卵
選
別
包
装
加
工
を
行
っ

て
い
る
全
農
広
島
鶏
卵
株
式
会
社
三
次
G
P
セ
ン
タ
ー
は
1
月

24
日
、
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格

「
F
S
S
C
2
2
0
0
0
」を
取
得
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
2
月
1
日
、第
12
回
全
農
養
豚
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
・
大
手
町

の
J
A
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ハ
イ
コ
ー
プ
種
豚
を

飼
養
し
て
い
る
養
豚
生
産
者
、J
A
、県
連
、県
本
部
、グ
ル
ー
プ
会
社

な
ど
か
ら
、養
豚
関
係
者
ら
約
1
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
F
S
S
C
2
2
0
0
0
」

と
は
、
同
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
が
既

に
取
得
し
て
い
る「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
２
０
０
０
」を
ベ
ー
ス
に
衛
生

管
理
水
準
を
高
め
、
よ
り
確
実

な
食
品
安
全
管
理
の
実
践
を
目

的
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格

で
す
。安
全
な
食
品
の
提
供
に
関

す
る
リ
ス
ク
低
減
や
法
令
遵じ
ゅ
ん
し
ゅ守

の
推
進
が
期
待
で
き
、
世
界
的

に
評
価
も
高
い
事
か
ら
、
近
年

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
が
増
え

て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、「
Ｆ
Ｓ

　
畜
産
生
産
部
推
進
・
商
品
開

発
課
か
ら「
く
み
あ
い
養
豚
生

産
シ
ス
テ
ムW

eb PIC
S

」で

集
計
し
た
２
０
１
７
年
の
全
国

デ
ー
タ
の
概
況
報
告
が
あ
り
、

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
上
士
幌

種
豚
育
種
研
究
室
か
ら「
こ
れ

Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」独
自
の
追

加
要
求
事
項
で
あ
る
食
品
防
御

（
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）と
食

品
偽
装
に
関
す
る
項
目
に
重
点

的
に
取
り
組
み
、
審
査
の
中
で

は
要
求
事
項
の
理
解
度
の
高
さ
、

リ
ス
ク
の
分
析
力
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
し
た
同
社
の
中
川
浩
介

社
長
は「
世
界
に
通
用
す
る
規

格
の
認
証
取
得
を
契
機
と
し
、

今
後
の
従
業
員
の
成
長
と
会
社

の
価
値
向
上
に
つ
な
げ
た
い
で

す
。ま
た
、製
造
工
程
に
関
わ
る

ハ
ザ
ー
ド
の
明
確
化
と
管
理
に

よ
り
食
品
安
全
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
こ
と
で
、
取
引
先
や
消

費
者
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る
と

と
も
に
、
鶏
卵
の
輸
出
拡
大
の

突
破
口
と
し
た
い
で
す
」と
力
を

込
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
同
社
が
運
営
す
る
世

羅
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
で
の
取
得
に

向
け
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

く
予
定
で
す
。

か
ら
の
ハ
イ
コ
ー
プ
種
豚
の
開

発
と
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、農
事
組
合
法
人 

八

幡
平
フ
ァ
ー
ム
、
有
限
会
社

K
&
T
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

株
式
会
社
多
田
フ
ァ
ー
ム
、萩
原

養
豚
生
産
組
合
、
鹿
児
島
県
経

済
連
知
覧
第
2
子
豚
供
給
セ
ン

タ
ー
の
合
計
5
農
場
か
ら「
ハ
イ

コ
ー
プ
種
豚
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
管
理
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
農
場
事
例
の
発
表
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
は
、
各

発
表
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し「
育

成
期
の
管
理
」、「
妊
娠
期
の
管

理
」、「
分ぶ
ん
娩べ
ん
・
授
乳
期
の
管
理
」、

「
ハ
イ
コ
ー
プ
種
豚
に
期
待
す
る

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
全
体
を
通
し
て
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
も
多
く
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

系統ＧＰセンター初のFSSC22000を取得した全
農広島鶏卵㈱の中川社長㊥ら

発
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
１
９
９
６
年
に
、
安
心
院
町
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
を
大
分

県
宇
佐
市
安
心
院
町
で
有
志
の
農

家
８
戸
で
立
ち
上
げ
、
農
泊
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
研

究
会
に
登
録
す
る
農
家
は
60
戸
に

広
が
り
、
昨
年
の
受
け
入
れ
人
数

は
９
０
０
０
人
近
く
で
、
前
年
を

約
２
割
上
回
り
ま
し
た
。

　
農
泊
が
発
展
し
た
の
は
、
泊
ま
っ

た
農
村
で
、
家
族
の
よ
う
に
夕
食

を
囲
ん
で
会
話
を
す
る
な
ど
、「
心

の
交
流
」
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。「
人
」
こ
そ
が
、
最
も

重
要
な
農
泊
の
資
源
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
修
学
旅
行
生
の
受

け
入
れ
が
主
体
で
し
た
が
、
近
年

増
え
て
い
る
の
が
、
韓
国
か
ら
の
観

光
客
な
ど
訪
日
外
国
人
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
）
で
す
。
日
本
全
体
の
訪

日
外
国
人
も
年
々
伸
び
続
け
て
お

り
、
年
間
約
３
０
０
０
万
人
に
上

り
ま
す
。

　
一
方
、
訪
日
外
国
人
が
都
市
部

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
い
て
い
る
部
屋
な

ど
に
宿
泊
す
る
こ
と
も
「
民
泊
」

と
く
く
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

大
き
な
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
訪
日
外
国
人
を
農
村
に
呼
び

込
む
た
め
に
も
、
農
村
で
心
と
心

を
交
流
さ
せ
な
が
ら
滞
在
す
る
こ

と
を
「
農
泊
」
と
明
確
に
打
ち
出

す
こ
と
が
、
今
、
特
に
重
要
で
す
。

そ
う
考
え
、
農
泊
を
推
進
す
る
新

た
な
全
国
組
織
と
し
て
、
日
本
農

泊
連
合
を
３
月
に
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
連
合
の
活
動
の
柱
の
一
つ
が
、

長
期
休
暇
制
度
の
法
制
化
、
つ
ま

り
、「
バ
カ
ン
ス
法
」
の
制
定
を
訴

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
日
本
の
社

会
人
は
な
か
な
か
休
暇
を
取
り
に

く
い
の
が
実
情
で
す
。
一
方
で
欧
州

を
中
心
と
す
る
各
国
は
、
年
間
に

最
低
２
週
間
の
連
続
休
暇
の
付
与

を
義
務
化
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
バ
カ
ン
ス
法
を
定
め
て
い
ま

す
。
農
泊
が
農
村
地
域
の
安
定
し

た
産
業
に
な
る
た
め
に
は
、
日
本

に
も
バ
カ
ン
ス
法
の
制
定
が
必
要
で

す
。

　
連
合
は
農
泊
の
実
践
組
織
や
こ

れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る

組
織
を
は
じ
め
、
農
業
体
験
や
農

産
物
の
加
工
販
売
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
を
会
員
と
す
る
他
、
連
合

の
活
動
を
支
え
た
い
と
い
う
個
人

も
応
援
団
と
し
て
加
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
３
月
16
日
、
17
日
に
は
、
全
農

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
結
成
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。
多
く

の
方
々
の
連
合
へ
の
加
入
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会（
大
分
県
）

　
　
　
　
　

 

宮
田
静
一
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー安

定
し
た
産
業
へ
バ
カ
ン
ス
法
制
定
目
指
す

農
泊
推
進
へ
3
月
に
全
国
連
合
設
立

　
都
市
住
民
ら
が
農
家
に
泊
ま
り
農
村
に
長
期
滞
在
す
る「
農
泊
」を
広

げ
よ
う
と
、
新
た
な
全
国
組
織「
未
来
あ
る
村
　
日
本
農
泊
連
合
」が
３

月
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
連
合
の
発
起
人
代
表
で
農
泊
の
先
駆
者
で
も
あ

る
大
分
県
の
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
宮
田
静一会
長
に
、

農
泊
の
魅
力
や
連
合
設
立
の
狙
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
　
　 【
広
報
部
】

「
農
泊
」は
農
村
で
心
と
心
を

交
流
さ
せ
な
が
ら
の
滞
在

「
連
合
」の
活
動
支
え
る

個
人
の
応
援
団
も
大
歓
迎

未来ある村 日本農泊連合
結成記念シンポジウム

宮田静一さんの著書プレゼント
～抽選で５名様に～

〒100-6832  東京都千代田区大手町1-3-1
JA全農広報部  JA全農ウィークリー「宮田静一さん本プレゼント」係
平成31年3月15日（金）当日消印有効
※郵便はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、所属JA、電話番号、「JA全農ウィークリー」の感想をご記入の上、
　ご応募ください。
※応募多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。また、当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送のみに使用いたします。
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ま
ち

『しあわせ農泊  安心院グリーンツーリズム物語』

会場：安心院文化会館
　　 （大分県宇佐市安心院町下毛2130）

日時：3月16日(土)13:00～17日(日)12:30
内容：3月16日(土)13：00～16：30
　　特別講演　石破 茂（衆議院議員）
　　基調講演　神出 元一（ＪＡ全農代表理事理事長）

3月17日（日）9：30～12：30
農泊 我が村の主張「グリーンツーリズムの今、
そして2020年以後 農村が目指すもの」

参加方法：3月15日までにファックスなどで申込み
問合せ先：TEL 0978(44)1158
　　　　 FAX 0978(44)0353

★神出理事長は「地域農業の振興を核にした地
方創生の取り組み─全農の挑戦─」と題し、
講演を行います。

基調講演　島村 菜津（ノンフィクション作家）
17：00～18：30　スローフード交流会

進行役　小谷 あゆみ（フリーアナウンサー）

日本農泊連合 結成記念シンポジウム 検 索
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１
９
９
６
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な
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も
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ス
法
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定
が
必
要
で

す
。

　
連
合
は
農
泊
の
実
践
組
織
や
こ

れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る

組
織
を
は
じ
め
、
農
業
体
験
や
農

産
物
の
加
工
販
売
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
を
会
員
と
す
る
他
、
連
合

の
活
動
を
支
え
た
い
と
い
う
個
人

も
応
援
団
と
し
て
加
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
３
月
16
日
、
17
日
に
は
、
全
農

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
結
成
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。
多
く

の
方
々
の
連
合
へ
の
加
入
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会（
大
分
県
）

　
　
　
　
　

 

宮
田
静
一
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー安

定
し
た
産
業
へ
バ
カ
ン
ス
法
制
定
目
指
す

農
泊
推
進
へ
3
月
に
全
国
連
合
設
立

　
都
市
住
民
ら
が
農
家
に
泊
ま
り
農
村
に
長
期
滞
在
す
る「
農
泊
」を
広

げ
よ
う
と
、
新
た
な
全
国
組
織「
未
来
あ
る
村
　
日
本
農
泊
連
合
」が
３

月
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
連
合
の
発
起
人
代
表
で
農
泊
の
先
駆
者
で
も
あ

る
大
分
県
の
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
宮
田
静一会
長
に
、

農
泊
の
魅
力
や
連
合
設
立
の
狙
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
　
　 【
広
報
部
】

「
農
泊
」は
農
村
で
心
と
心
を

交
流
さ
せ
な
が
ら
の
滞
在

「
連
合
」の
活
動
支
え
る

個
人
の
応
援
団
も
大
歓
迎

未来ある村 日本農泊連合
結成記念シンポジウム

宮田静一さんの著書プレゼント
～抽選で５名様に～

〒100-6832  東京都千代田区大手町1-3-1
JA全農広報部  JA全農ウィークリー「宮田静一さん本プレゼント」係
平成31年3月15日（金）当日消印有効
※郵便はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、所属JA、電話番号、「JA全農ウィークリー」の感想をご記入の上、
　ご応募ください。
※応募多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。また、当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送のみに使用いたします。

あ  

じ  

む 

ま
ち

『しあわせ農泊  安心院グリーンツーリズム物語』

会場：安心院文化会館
　　 （大分県宇佐市安心院町下毛2130）

日時：3月16日(土)13:00～17日(日)12:30
内容：3月16日(土)13：00～16：30
　　特別講演　石破 茂（衆議院議員）
　　基調講演　神出 元一（ＪＡ全農代表理事理事長）

3月17日（日）9：30～12：30
農泊 我が村の主張「グリーンツーリズムの今、
そして2020年以後 農村が目指すもの」

参加方法：3月15日までにファックスなどで申込み
問合せ先：TEL 0978(44)1158
　　　　 FAX 0978(44)0353

★神出理事長は「地域農業の振興を核にした地
方創生の取り組み─全農の挑戦─」と題し、
講演を行います。

基調講演　島村 菜津（ノンフィクション作家）
17：00～18：30　スローフード交流会

進行役　小谷 あゆみ（フリーアナウンサー）

日本農泊連合 結成記念シンポジウム 検 索
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ＪＡえちご上越
（新潟県）

概要 平成３０年２月２８日 現在

正組合員数　　　　 　1万7744人
准組合員数　　　　 　2万2724人
職員数                      1187人
販売品取扱高            11億7千万円
購買品取扱高          88億7千万円
貯金残高  　         3005億6千万円
長期共済保有高  1兆439億4千万円
主な農産物　米、エダマメ、トマト、ナス、

アスパラ菜、ネギ、キュウリ、花きなど

「
食
」の
魅
力
を
伝
え
る
直
売
施
設

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト

と
し
た
施
設
全
体
の
総
称
で
す
。

新
鮮
な
農
畜
産
物
や
農
産
加
工

品
、
海
産
物
な
ど
を
取
り
そ
ろ

え
、
山
の
幸
・
海
の
幸
が
一
カ

所
で
手
に
入
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
現
し
ま
し

た
。
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
元
の
農
畜
産
物
の
販
売
機
会

を
増
や
し
、
農
業
者
の
所
得
増

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の「
上
越
市
立
水
族
博
物

館
う
み
が
た
り
」な
ど
と
連
携

し
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
上
越
あ
る
る
ん
村
」は
、
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
日
々
業
務
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
業
務
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル（Plan

・
計
画
、

月
に
、
食
と
農
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク「
上
越
あ
る
る
ん
村
」を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は

約
1
万
2
0
0
0
平
方
㍍
で
、

大
型
バ
ス
の
駐
車
も
可
能
で
す
。

名
称
は
、農
産
物
直
売
所
の「
あ

る
る
ん
畑
」、レ
ス
ト
ラ
ン
運
営

や
パ
ン
な
ど
の
加
工
品
を
扱
う

「
あ
る
る
ん
の
杜も
り

」、
鮮
魚
売
り

場
の「
あ
る
る
ん
の
海
」を
一
帯

こ
か
で
小
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
他
、
生
産
者
に
よ
る
対

面
販
売
の
充
実
や
ク
ー
ポ
ン
発

行
な
ど
に
よ
る
店
舗
間
連
携
、

親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
な

ど
、
よ
り
よ
い
施
設
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま

す
。「
あ
る
る
ん
の
杜
」で
は
、地

場
産
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
パ

ン
や
菓
子
、
総
菜
の
販
売
な
ど

を
通
じ
て
、
豪
雪
地
域
に
お
け

る
園
芸
の
定
着
と
6
次
産
業
化

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地

元
大
学
と
連
携
し
た
食
育
講
座

を
開
き
、
上
越
の
食
や
農
業
の

魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

発
信
し
て
い
ま
す
。
常
に
進
化

す
る
施
設
を
目
指
し
、四
季
折
々

の「
食
」の
魅
力
を
伝
え
、
上
越

地
域
の「
食
」と「
農
」を
守
り
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

パン、総菜、ジェラートなどを扱う「あるるんの杜」

山
形
県

富
山
県

福島県

新潟県

群馬県長野県
栃木県

　
J
A
え
ち
ご
上
越
は
、
高
品

質
・
良
食
味
な
米
生
産
を
中
心

に
、
最
重
点
品
目
に
位
置
付
け

る
エ
ダ
マ
メ
な
ど
園
芸
振
興
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
え
ち
ご
上
越
は
昨
年
4

D
o

・
実
行
、C

heck

・
評
価
、

A
ction

・
改
善
を
繰
り
返
す
こ

と
で
生
産
管
理
や
品
質
管
理
な

ど
の
管
理
業
務
を
継
続
的
に
改

善
し
て
い
く
手
法
）を
循
環
さ

せ
、「
今
日
よ
り
も
明
日
、
明
日

よ
り
も
明
後
日
」と
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
上
げ
て
い
ま
す
。
施
設
全

体
で
は
、イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
、
毎
日
3
店
舗
の
ど

食と農のテーマパーク「上越あるるん村」

生産者との対面販売が充実した「あるるん畑」

日
々
業
務
改
善
進
め

利
用
者
目
線
の
店
舗
へ

「
畑
」「
杜
」「
海
」が
集
ま
り

「
上
越
あ
る
る
ん
村
」オ
ー
プ
ン
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ＪＡ伊勢
（三重県）

概要 平成 30 年３月 31日現在

正組合員数　　　　    1万4193人
准組合員数　　　　 　 1万3584人
職員数                       627人
販売品取扱高            45億6千万円
購買品取扱高          46億6千万円
貯金残高  　        3083億7千万円
長期共済保有高     7133億3千万円
主な農産物　　　米、青ネギ、イチゴ、
　　　　　　　　 花き、畜産、茶など

子
会
社
が
青
ネ
ギ
産
地
後
押
し

新
規
就
農
者
を
継
続
的
に
育
成

①
生
産
数
量
の
拡
大
と
新
規
就

　
農
者
の
輩
出

　
あ
ぐ
り
ん
伊
勢
が
設
立
さ
れ

た
当
時
は
、高
齢
化
で「
青
ね
ぎ

部
会
」の
部
会
員
数
が
年
々
減
少

し
、
生
産
数
量
の
減
少
が
著
し

い
状
況
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
あ
ぐ
り
ん
伊

勢
が
生
産
量
を
下
支
え
し
、
現

在
で
は
部
会
に
占
め
る
出
荷
割

合
は
1
割
を
超
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、あ
ぐ
り
ん
伊

勢
の
卒
業
生
が
部
会
に
加
入
し

た
こ
と
で
、
部
会
員
の
若
返
り

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
営
農
指
導
力
の
強
化

　
あ
ぐ
り
ん
伊
勢
の
主
要
方
針

に「
新
技
術
の
実
証
」を
掲
げ
て

お
り
、毎
年
、さ
ま
ざ
ま
な
栽
培

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
立
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
、
社
員
12
人（
う
ち

J
A
か
ら
出
向
3
人
、
研
修

社
員
2
人
、
パ
ー
ト
7
人
）、

売
上
高
5
3
8
2
万
3
千
円

（
2
0
1
7
年
度
）で
、
主
な
経

営
作
物
は
青
ネ
ギ
7
㌶
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
20

㌃
、
水
稲
受
委
託
20
㌶
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
イ
チ

ゴ
10
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
新
規
就
農
者

の
育
成
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に

研
修
課
程
を
修
了
し
た
7

人
が
就
農
し
、
今
年
度
末

に
も
1
人
が
就
農
予
定
で

す
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は

非
農
家
の
出
身
で
す
が
、

「
青
ね
ぎ
部
会
」の
一
員
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

し
」の
栽
培
試
験
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、実
際
に
農
業
に
従
事
す

る
社
員
が
部
会
員
に
栽
培
の
助

言
を
行
う
こ
と
で
、部
会
員
か
ら

の
信
頼
度
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
農
業
生
産
の

現
場
は
、
現
状
維
持
の
考
え
で

は
変
化
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。子
会
社
が
先
頭
に
立
っ

て
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
な「
手
段
」や「
業
態
」に
、

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
経
営
基
盤
を

安
定
さ
せ
、
人
材
の
育
成
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
会
社
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

会
社
設
立
に
よ
る
効
果

愛
知
県

滋賀県

奈良県

三重県

　
J
A
伊
勢
は
2
0
1
2
年

4
月
、
主
力
農
産
物
で
あ
る

青
ネ
ギ
の
生
産
量
拡
大
と
新

規
就
農
者
の
育
成
を
目
的
に
、

J
A
1
0
0
%
出
資
の
子
会
社

「
株
式
会
社
あ
ぐ
り
ん
伊
勢
」を

　

青
ネ
ギ
で
は
、
被
害
株
な
ど

の
刈
り
倒
し
再
伸
長
栽
培
試
験

や
、
厳
冬
期
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培

に
よ
る
生
育
比
較
試
験
な
ど
を

行
い
、
試
験
で
好
結
果
が
得
ら

れ
た
ト
ン
ネ
ル
栽
培
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
多
く
の
部
会

員
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
で
は
、
空
ガ
ラ
ス
温

室
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
栽
培

や
、
耐
候
性
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
よ
る
栽
培
、新
品
種「
よ
つ
ぼ

青ネギを定植する社員

青ネギを収穫する研修社員
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県
本
部

だ
よ
り

京都府本部

輸
出
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
取
り
組
み
に
も
力

　

京
都
で
は
古
く
か
ら
お
茶
の

栽
培
が
盛
ん
で
、日
本
を
代
表
す

る
ブ
ラ
ン
ド
茶
で
あ
る「
宇
治
茶
」

が
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。お
茶

は
健
康
飲
料
と
し
て
古
く
か
ら

飲
ま
れ
て
お
り
、特
に
主
成
分
の

「
カ
テ
キ
ン
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
・
効
能
が
あ
り
、近
年
の
世
界

的
な
日
本
茶
ブ
ー
ム
は
輸
出
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
追
い
風
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
本
部
は
、
京
都
府
内

で
唯
一
の
茶
市
場
を
運
営
し
て
い

ま
す
。見
本
茶
に
よ
る
入
札
方
式

で
販
売
会
を
開
い
て
お
り
、京
都

府
内
約
1
0
0
の
茶
商
と
取
引

し
て
い
ま
す
。茶
市
場
で
取
引
さ

れ
る
す
べ
て
の
茶
は
、生
産
履
歴

の
提
出
を
義
務
付
け
て
お
り
、提

出
さ
れ
た
全
て
に
つ
い
て
開
示
し

て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
の
取
扱

数
量
は
1
9
6
7
㌧
と
府
内
生

産
量
の
約
67
%
の
流
通
を
担
い

ま
し
た
。特
に
近
年
の
抹
茶
ブ
ー

ム
を
受
け
、抹
茶
の
原
料
で
あ
る

「
碾て
ん

茶ち
ゃ

」の
流
通
量
が
増
え
て
お

り
、平
成
16
年
度
に
は
3
7
8
㌧

で
あ
っ
た
取
扱
量
が
、平
成
30
年

度
は
1
0
7
4
㌧
と
全
体
の
半

分
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、こ
こ
数
年
で
緑
茶

の
輸
出
量
が
大
き
く
伸
び
る
中
、

輸
出
に
対
応
し
た
茶
生
産
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。京
都
茶
市
場

で
は
関
係
機
関
や
生
産
現
場
と

連
携
し
、輸
出
向
け
防
除
体
系
の

提
案
・
確
立
を
進
め
て
お
り
、輸

出
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
取
り
組
み

に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
で
は
他
産
地
に
は
少
な

い「
手
摘
み
」の
玉
露
・
碾
茶
が

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。手
間

を
掛
け
た
肥
培
管
理
や
昔
な
が

ら
の
栽
培
方
法
で
生
産
さ
れ
る

手
摘
み
の
お
茶
は
、う
ま
味
成
分

を
多
く
含
み
濃
厚
な
味
わ
い
を

楽
し
め
ま
す
。ま
た
高
品
質
な
碾

茶
に
は
、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
機

能
が
あ
る「
ポ
リ
ア
ミ
ン
」と
い

う
成
分
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と

も
茶
業
研
究
所
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
よ
う
な

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
だ
宇

治
茶
を
日
本
国
内
だ
け
で
は
な

く
世
界
中
の
人
に
飲
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、宇
治
茶
業
界
が
一
体
と

な
っ
て
普
及
拡
大
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

茶園を遮光資材で被覆する覆い下栽培。鮮緑色と独特の芳香やまろやかなうま味や甘味のある茶
になる

玉露

碾茶荒茶

京
都
府
内
で
唯
一
の

茶
市
場
を
運
営

歴
史
と
伝
統
へ
の
こ
だ
わ
り

「
手
摘
み
」の
玉
露
・
碾
茶
栽
培
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（園芸部）

　３月は、出荷産地が西南暖地から関東へと移り、冬野菜にかわって春野菜
の出荷が本格化してきます。

　キャベツは、愛知・千葉・神奈川などが中心の出荷となります。気温上昇にともな
い生育の回復が見込まれ、さらに愛知は台風後のまき直した作が出荷見込みのため、
出荷量は前年を上回る見込みです。
　ハクサイは、茨城・兵庫などが中心の出荷となります。秋冬作が終盤で中旬から春
作の出荷が始まります。春作の生育は順調で、総体の出荷量は、前年を上回る見込み
です。
　レタスは、茨城・兵庫・静岡などが中心の出荷となります。兵庫・静岡は出荷量減
少となりますが、茨城は前進傾向の生育となっております。出荷量は、前年を上回る見
込みです。
　ダイコンは、千葉・神奈川などが中心の出荷となります。秋冬作は切り上がりが早
まっていますが、春作は干ばつの影響からやや遅れがみられます。出荷量は、前年を上
回る見込みです。
　ニンジンは、千葉の秋冬作から徳島などに産地が切り替わります。徳島は種まき作
業順調であり、生育も前進傾向となっております。出荷量は、前年を上回る見込みです。
　トマトは、熊本・静岡・栃木・愛知などが中心の出荷となります。出荷量は、前年並
みを見込みます。
　キュウリ・ナスは、西南暖地や関東産地からの出荷となります。生育に大きな問題
はなく、出荷量は前年並みを見込みます。
　バレイショは、北海道や鹿児島が中心の出荷となります。九州産地は豊作傾向であ
るため、出荷量は前年を上回る見込みです。
　タマネギは、北海道・佐賀・静岡などが中心の出荷となります。出荷量は、前年を下
回る見込みです。

　店頭では、ひな祭りや卒業式などの催事に合わせたフェアが実施されます。
鍋商材からサラダ商材を中心とした売り場の演出が行われるようになります。

春野菜の入荷が徐々に開始

野  菜 果  実

　３月は、イチゴと中晩かん類が中心で、その他、キウ
イフルーツ、メロンなどの品目展開となります。

　ミカンは、貯蔵物の産地を残して、出荷は終盤に向かいます。
　その他のかんきつ類では、「不知火」「清見」などを中心とし
た中晩かんの出回りが中心となります。
　熊本・愛媛が中心の出荷となります。暖冬傾向であったた
め出荷ペースは前年よりやや早くなるため、３月の出荷量は前
年をやや下回る見込みです。
　リンゴは、青森の貯蔵物の出回りとなります。貯蔵量は前年
を上回っています。
　イチゴは、栃木・福岡・静岡などが中心の出荷となります。
２月は曇雨天続きで出荷量が伸び悩みましたが、３月に入って
からは各産地とも３番果が順調な出荷となり、出荷量は前年
並みか前年をやや上回る見込みです。
　キウイフルーツは、福岡・和歌山などが中心の出荷となり
ます。生産量の減少、前倒し出荷により３月の出荷量は前年を
下回る見込みです。
　アールスメロンは、静岡が中心の出荷となります。冷え込み
もなく生育は順調ですが生産量の減少により、出荷量も前年
を下回る見込みです。アンデスメロンは熊本中心の出荷とな
ります。小玉傾向であり、前年をやや下回る出荷量となる見込
みです。

　３月は催事が多く、人気のあるイチゴ、デコポンなど
が販売の目玉として積極的に陳列されるようになりま

す。特にイチゴは、各産地から個性的な品種や商品が出回って
おり、豊富な品ぞろえとなります。

　2月は、レタス、トマト・ミニトマト、ニンジンの主産県が一堂に会し、作況見通しや販売対
策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情報交換会などを
定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

イチゴ・かんきつ類・リンゴなどが中心

青 果 情 勢

200

0

250

300

350

400

450

500

550
東京都中央卸売市場 国産果実価格

340

180

200

220

240

260

0

280

300
320

東京都中央卸売市場 国産野菜価格

平成29年2月～30年1月

平成30年2月～31年1月

平成29年2月～30年1月

平成30年2月～31年1月

11月 12月 1月3月 4月 5月 6月 7月 8月2月 9月

11月

10月

10月5月 9月 12月3月 4月 6月 1月2月 7月 8月

200

0

250

300

350

400

450

500

550
東京都中央卸売市場 国産果実価格

340

180

200

220

240

260

0

280

300
320

東京都中央卸売市場 国産野菜価格

平成29年2月～30年1月

平成30年2月～31年1月

平成29年2月～30年1月

平成30年2月～31年1月

11月 12月 1月3月 4月 5月 6月 7月 8月2月 9月

11月

10月

10月5月 9月 12月3月 4月 6月 1月2月 7月 8月

7 2019 3.4 vol.875

JA
 Z

ennoh W
eekly

流
通
情
報



発行／全国農業協同組合連合会　2019年（平成31年）3月4日発行（毎週月曜日発行）
第3271号　編集・発行人／広報部　落合成年　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、3/15（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、クール代、お届け先により送料が必要となります。

　香川県にある農場直営のたまご専門店から、４種類の「たまご」と「た
まごかけ醤油」のセットをお届けいたします。飼育方法から餌まですべて
にこだわった、たまご専門店ならではの新鮮でおいしいとっておきの「た
まご」をぜひご賞味ください！
①オリーブegg：餌に小豆島産オリーブの葉を使用しており、通常の卵と比べて葉
　　　　　　酸が約1.7倍！ （10個）

②さくらたまご：黄身と白身の味のバランスが優れており、どんな料理にも合わせや
　　　　　  すい！ （20個）

③平飼いたまご：うま味や甘みを感じられる濃厚な味わいが特長。付属のたまごかけ
　　　　　　醤油でたまごそのものの美味しさを味わってみてください。 （10個）

④白たまご：あっさりした味わいで厚焼き玉子やたまごサンドにぴったり。 （10個）

食
べ
比
べ
た
ま
ご
セ
ッ
ト（
た
ま
ご
47
個
・

破
損
保
証
３
個
、計
50
個
、た
ま
ご
か
け

醤
油
１
本
）…
…
３
７
３
０
円

西のおいしさこだわりマルシェ
（JA西日本くみあい飼料㈱）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JAタウンは
こちらから

　ＪＡグループ千葉と国立大学法人千葉大学は２
月１日、千葉市の千葉大学西千葉キャンパスで「包
括連携協定」の締結式を行いました。【千葉県本部】

　本協定では、千葉県の農業振興
と地域経済・社会の活性化を図るた
め、健康や環境に幅広く展開する千
葉大学の研究力と、農業の現場で
総合事業を営んできたＪＡグループ
千葉の知見が多角的に連携するこ
とで、農業振興に資する新たなイノ
ベーションの創出と農業の明日を担
う次世代型人材の育成に取り組み
ます。
　千葉大学の徳久剛史学長は、「国

立大学としては、唯一園芸学部を有
する大学です。単に農業分野の研
究・連携だけでなく、総合大学として
の強みを生かした部局横断的な連
携体制の構築を視野に検討を進
め、これまでに類を見ない新たな切
り口から連携協力したい」とあいさ
つしました。
　林茂壽ＪＡ千葉中央会・連合会
会長（千葉県本部運営委員会会長）
は、「千葉大学の研究力と、ＪＡグ

ループ千葉の英知を連携させ、農業
者の所得増大と農業生産の拡大を
目指したい」と述べました。
　当面の研究テーマは、“見える”農
業の実証試験としてＩＣＴ技術を用
いた一貫管理や情報公開による消
費者の農業参画などに取り組み、人
工知能などを活用したスマート農業
による新たなビジネスモデルの構築
などを視野に入れ、農業振興のため
に連携協力していきます。

包括連携協定
を締結
農業振興へ新たなイノベーション創出
農業の明日を担う次世代型人材を育成

ＪＡグループ千葉 千葉大学
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
林
会
長
㊨
と
徳
久
学
長

8


